
誰かをコーチするとき、相手が話す現実は、多くの場合、今、目
の前で起きていることではなく、過去に起きた出来事や体験の
解釈、或いは、未来の期待や想定であることが多いものです。

「彼のエンゲージメントが気になっている。先日の会議でも、
やる気が感じられなかった」

これは事実と言うより、過去の出来事への解釈です。

「部下の話を聞くことの大切さが理解できた。次は、否定せず
にゆっくり聞いてみようと思う」

未来が期待できる前向きな発言はコーチを安心させますが、
次に話す時には、本人が忘れていることもあります。

過去の出来事への解釈、未来への期待や想定。こうした不確
かな解釈や想定を前提に私たちはコーチをしています。しか
し、不確かな情報に基づくコーチングは、不確かな結果につ
ながる可能性もあるのではないでしょうか。より確実なコーチ
ングの成果に向けて、私たちコーチには何ができるのでしょ
うか。

事業転換に直面していたA氏。彼女には、頼りにしている部
下B氏がいます。A氏は、B氏に新領域への挑戦を期待してい
ました。

ただ、A氏からB氏に「新たにこうしよう」と伝えると、B氏か
らは淡々とした「わかりました」との返答が来るだけ。

「彼からはコミットメントが感じられない」

B氏との出来事について語るA氏からは、苛立ちを必死に抑

える苦しさ、手に負えぬ状況への不安が伝わってきました

「話しながら、今、何を感じているのですか？」

私は確かめるように、静かに尋ねました。

A氏はB氏について、現在担当している仕事に対する拘りが
強すぎること、彼の才能がもったいない、と思うこと、環境の
変化に躊躇せず、新しいことに挑戦してほしいことなどを話
した後、自分の接し方にも落ち度があるのではないかと不安
に思うと口にしました。また、B氏に接していて「いったい、あ
なたはどうしたいの？」と思うとも。

A氏は、感情を抑えつつ、一つひとつの言葉を置くように話
しました。それらが一つひとつ自分の中に入ってくる過程で、
私はあることを感じていました。ある一つの言葉だけが、なぜ
か異なる質量感をもって感じられたのです。

「結局は、あなたはどうしたいの？」

この言葉に他の言葉と比して重さがあるように感じられ、ハ
イライトされたような残像が胸の奥に残る、そんな不思議な
感覚を覚えました。

この感覚の意味はわかりませんでしたが、それは確かにコー
チとしての私が「今この瞬間」に、感じていることでした。そ
れをA氏に伝えることに意味があるのか自信はありませんで
したが「はっきり感じている」という事実を、勇気をもって伝
えてみることにしました。

すると、A氏は私の目をじっと見つめながら、私の言葉に耳
を傾けていました。その後、数秒間沈黙し、大きく目を見開く
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と、ゆっくりと語り始めました。

「『あなたはどうしたいのか？』は、Bさんに対する問いかけで
した。でも本当は、自分自身に対して思っていることなんだ
と、今、気づきました」

「彼が変化に躊躇しているかどうか、それは本当のところ分
かりません。実は、私が躊躇しているんです。それは確かに、
今、思いました」

落ち着いた様子で、はっきりと語られる彼女の言葉は、私
にとって「今、その瞬間」、とても確かなものだと感じられま
した。

A氏は続けて、彼女の「今、この瞬間」を共有してくれました。

「何だか体が少し軽くなりました。久しぶりに深呼吸ができた
感じです」

コーチングに関する文献に「人は、自分の心の内側で起こっ
ている何らかの違和感を、他者に投影してしまうことがある
ようだ」という記述があります（※1）。また、ピーター・セン
ゲ等による論文には、次のように書かれています。

「何らかの介入の成否は、介入する者自身の内側の状態に影
響される」（※2）

つまり、A氏自身の心の状態が、B氏との関わりに影響を与え
た可能性もあるのかもしれません。

私たちは、これまでもB氏に関して対話を重ねてきました。そ
れはいつも、A氏のB氏に対する解釈や想定を前提としてい
ました。しかし今回初めて、お互いが「今、この瞬間」に「体
験」している感覚を捉え、それを率直に共有し合いました。

とても短い時間の出来事でしたが、そこには確かな真実があ
りました。互いに率直に語る勇気が必要でしたが、それぞれ
が体験している確かな感覚の共有は、相互の率直さの次元
を引き上げたようにも感じました。

このときのやりとりは、A氏にとって「躊躇」をB氏のものでは
なく、自身のものとして再発見する機会となりました。B氏に
向けていた「あなたはどうしたいのか？」という問いは、「本当
は自分はどうしたいのか？」という問いに変化しました。その
問いは、人に問うものではなく、自らのものになったのです。

「今、この瞬間」の確かな感覚を対話に持ち込んでみる。

ぜひ、一度、試してみてはいかがでしょうか？
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